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関係各位
戦略的イノベーション創造プログラム(SIP)スマート物流サービス
第３回シンポジウム開催のご案内
早稲田大学　教授 藁谷友紀

　このたび、内閣府の「戦略的イノベーション創造プログラム(SIP)スマート物流サービス」プログラムの研究プロジェクトチーム(佐川急便、Kyoto Robotics株式会社、フューチャーアーキテクト株式会社、早稲田大学等)が、メンバーの早稲田大学を中心としていわき市開催のシンポジウムを企画いたしました。
本研究プロジェクトチームは、「荷物データを自動収集できる荷下ろし技術開発」を通した物流作業のスマート化に焦点を当てたプロジェクトチームです。本プロジェクトの物流スマート化は、物流のロボット化を目指すと同時に、荷物情報を自動的に取得し、効率的な輸送ネットワークや物流システムの構築を図るものです。そしてその意味するところは、物流が抱える深刻な人手不足や長時間労働という課題解決への取り組みであり、高齢化社会の新しい働き方を提示するものでもあります。また、動静脈産業間の連携や災害対応等の視点はますますその重要性を増すものと考えています。
本プロジェクトチームの中での早稲田大学のミッションは、「物流業界が抱える種々の課題の解決策としてのスマート物流構築」の社会的意味を明確化し、広く伝えることにあります。本ミッションを担うため、2020年度はコロナ下ではありましたが、onlineとface to faceの「ハイブリッド」形式で、新しい街づくりを進める相馬市と日本の物流拠点である北九州市でシンポジウムを開催しました。
　こうした経緯を踏まえ2021年度は、スマート物流について、スマートシティとの関係から、経済社会と生活の質の向上を目指す新しい町づくりの観点から、その意味とあるべき姿について検討しようと考えています。その第一回目（通算3回目）として、いわき市での開催を下記の要領で計画した次第です。いわき市が取り組むスマートシティ(スマートタウン)構想の文脈の中で、スマート物流サービスの意味と有効性を問い、意見交換させていただきたく存じます。
つきましては、シンポジウム開催にあたり、いわき市や市民の皆様をはじめ、商工会議所や広く産業界、そして物流業界、トラック業界、倉庫業界など、多くの方々のご支援ご協力を賜りたく存じます。
諸事ご多忙のことと存じますが、是非ともSIPスマート物流サービス第3回シンポジウムへの皆様のご参加をお願い申し上げます。
記
スマート物流サービス 「荷物データを自動収集できる自動荷降ろし技術」開発チーム　第3回シンポジウム
 「物流サービスのスマート化の実装に向けた取り組み-スマートシティ構築の文脈の中で」

開催日時：2021年7月5日(月)13:30～17:00
開催場所：いわき駅前ラトブ6F　いわき産業創造館　企画展示ホール 
　　　　　　　　　　　〒970-8026 福島県いわき市平字田町120番地　
　　　　　　　　　　　　TEL:　 0246-21-7570 
入場無料：　　なお、以下のURL またはQRコードから参加登録いただけます
[image: ]参加登録先：https://webex-trials1.webex.com/webex-trials1-jp/onstage/g.php?MTID=e6174bf6af0f3fd14dcdeed0445f644dd
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戦略的イノベーション創造プログラム(SIP)スマート物流サービス 

第３回シンポジウム開催のご案内 

早稲田大学 教授 藁谷友紀 
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